
  

 

 

 

 

【背景】 

・北区では、児童館を拠点に「児童館ネットワーク事業」を実施している。児童館ネットワーク

事業とは、児童館を拠点に「地域の子どもは地域で育てる」という観点から、児童館利用保護者

や民生委員・児童委員、地域の方々が主となり、近隣地域ごとに、交流を深め子育てしやすい環

境づくりを目指し活動を行う事業である。西が丘児童館のある赤羽西地区では、地域の方から「い

つも遊んでいる近隣の公園が防災機能を有し災害時の避難場所となっている。自分たちも防災に

関する体験活動を行ってみたい。」とのご意見があり、２０１３年より、「来て！見て！体験 防

災公園」を実施している。 

 【目的】 

１ 近隣の防災機能を有する公園を知り、防災に関する意識を高める。 

２ 防災に関する体験活動を行う。 

３ 地域の方と意見交換を行い一緒に防災体験活動を行うことにより、地域のつながりを広げて

いく。 

 

 

「来て！見て！体験 防災公園」 

＊実施日時・場所 

日時：９月７日（土）１３:００～１５:００  場所：赤羽自然観察公園（防災公園） 

＊対象 

 乳幼児親子、小学生、中高生世代 

＊職員体制 

 児童館ネットワーク事業「赤羽西地区」３館の児童館職員 

（西が丘児童館、赤羽西児童館、桐ケ丘児童館） 

＊事業の実施方法 

・スタッフ 

児童館ネットワーク事業委員：児童館利用の乳幼児・児童の保護者、民生委員・児童委員等の

地域の皆さま 

当日ボランティア：中高生、児童館利用の乳幼児・児童の保護者 

地域関係機関：北区防災・危機管理課及び地域の消防署、消防団、赤十字奉仕団 

・４月から児童館ネットワーク事業の会議を行い、委員と、どのような防災体験を行いたいか、

必要かを話し合い、準備を進めていく。当日、会場準備や体験活動の案内説明もしてもらう。 

・委員から起震車、消火体験、救急法体験、防災食、マンホールトイレ、深井戸体験等の希 

望があった場合には、地域の関係機関に協力をお願いしている。 

 

 

 

 

取組の背景・目的 

北区立西が丘児童館 

 

 

防災に関する体験活動を通して、地域のつながりづくり 

取組の概要 



  

 

 

 

 

＊「目的１」を達成させるために、地域の防災に関する情報収集と共有、委員同士での意見交換、

検討の機会を持つ（公園の下見や見学含む）。 

＊「目的２」を達成させるために、上記、意見交換の中で出た意見やアイデアを地域の皆さまと 

検討、準備を進め、体験活動を行う。 

＊「目的３」を達成させるために近隣の 

中学校へ協力依頼し、ポスター、チラ 

シ、申込用紙のカットを募集。中高生 

や保護者のネットワークでボランティ 

アスタッフを集め、関係機関の方にも 

協力依頼、多くの方に周知し、 

関わっていただけるようにする。 

 

 

 

＊児童館ネットワーク事業会議において、委員から、起震車体験や防災公園にある防災用具（マ

ンホールトイレ、深井戸等々）の体験のほか、「乳幼児のいる家庭に必要な防災リュックの中

身」「夏の災害時に必要な体験」「冬の災害時に必要な体験」「保護者の意見による地域の防災

マップ作り」、夏場の災害時のアイデア案として「日陰スポット」「スプレーやうちわ等を使っ

て涼しさ比べ」や「懐中電灯ランタン」等々、多くの意見やアイデアが出てきた。いただいた

意見やアイデアを検討し、スタッフ同士が協力し合い、体験活動を実施することができた。地

域の皆さんの積極的な取り組みにより、防災に関する意識が高まってきている。 

＊参加者へアンケートを実施したところ、「地域の中の防災公園を知ることができ良かった」「防

災に関する体験をする事ができた。防災に関する意識を持てた。」等のご意見があった。 

 

 

＊「来て！見て！体験 防災公園」終了後にも会議を行い、参加者のアンケートを参考にしなが

ら振り返りを行い、近年「こんな災害も増えてきている」「その対応のための体験活動も必要

では…？」「公園内だけではなく施設内での災害対策については…？」等の意見も新たに出て

きた。今後も、児童館ネットワーク事業委員である児童館利用の乳幼児・児童の保護者、民生

委員・児童委員や地域の方々との意見交換を大切にしながら、意見やアイデアを活かし、実現

していけるように、検討していきたい。 

＊11 月「おさがり交流会（洋服等の交換会と交流会）」を行い、児童館ネットワーク事業及び

「来て！見て！体験 防災公園」のＰＲも行った。地域の方々との交流を深め、児童館が拠点

となり、子育てしやすい環境づくり“地域のつながりつくり”を引き続き進めていきたい。 

＊継続して参加してくださる委員を大切にしながら、新規委員も増やしていけるよう、委員から

もお誘いしてもらい、興味を持っていただけそうな方には話し合いに参加してもらう等、無理

なく参加していただけるように柔軟な対応もしていきたい。 

 

 

 

 

 

 + 工夫点・留意点 

取組の効果 

課題・今後の展開 


